
北海道立文学館の指定管理者の候補者の選定について

１ 公の施設の概要 名 称 北海道立文学館 所管課(室)
所 在 地 札幌市中央区中島公園１番４号
設置目的 北海道における教育、学術及び文化の振興を図る。教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課

（博物館係）
直通：011-204-5747
代表：011-231-4111(内線35-613)

２ 申請期間 令和３年(2021年)10月18日（月）～12月６日（月）

指定期間(予定) 令和４年(2022年)４月１日～令和９年(2027年)３月31日
公
募 申 業務の範囲 (１) 施設利用、利用料金収受、利用促進等の施設運営業務
概 請 (２) 文学資料の収集、保管、展示、閲覧及び貸出に関する業務
要 条 (３) 教育普及事業に関する業務
件 (４) 博物館等との連携・協力に関する業務

(５) 施設設備の維持管理業務

利用料金制度 導入済（平成16年度～）

負担金限度額 763,105,000円

審査基準等 別紙｢北海道立文学館指定管理者候補者決定基準｣(公募要項別添４)のとおり

３ 申請結果 申請者数１団体

４ 名 称 北海道立文学館指定管理者候補者選定委員会
（事務局：教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課）

選 運営要領 別紙｢北海道立文学館指定管理者候補者選定委員会運営要領｣のとおり

定 委 員 区分 氏 名 所 属 備 考

委 委 員 長 霜 村 紀 子 国立アイヌ民族博物館 学識経験者

員 副委員長 本 庄 幸 賢 当別町教育委員会 学識経験者

会 委 員 小 西 麻 衣 (一般社団法人）中小企業診断協会北海道 学識経験者

委 員 水 溜 真由美 北海道大学大学院文学研究院 学識経験者

区 分 開催日時・場所 議 事 出席率

開 第１回 令和３年(2021年)10月８日(金) 13:30～ ・指定管理者公募要項及び審査方法について審議 100％
催（ｵﾝﾗｲﾝ開催）道庁別館７階「教育委員会室」
状
況 第２回 令和３年(2021年)12月24日(金) 13:30～ ・申請資格等（形式的要件）審査、申請者の説明 100％
（ｵﾝﾗｲﾝ開催）道庁別館６階「石狩教育局会議室」 及びヒアリング、必須項目審査・加点項目審査。

・最適な候補者の選定

審査の経過 令和３年(2021年)10月８日開催の第１回選定委員会において、指定管理者公募要項及び審査方法に
ついて審議を行った。
令和３年(2021年)10月18日から公募を開始し、締切までに１団体から申請があり、事務局において

申請資格(形式的要件)等に係る事前審査を行った上で、12月９日に申請書類等の副本を各委員に送付
し、検討を依頼した。
12月24日開催の第２回選定委員会において、申請資格等(形式的要件)に係る審査を行い、その後、

申請者からの説明及びヒアリングを行った。引き続き、必須項目審査及び加点項目審査を実施し、候
補者決定基準に基づく採点を行い、申請のあった団体を最適な候補者として決定し、12月24日、審査
の経過及び結果について教育長に報告した。

採点結果 別記のとおり

審査の結果 指定管理者の候補者
公益財団法人 北海道文学館 理事長 平原 一良

選定理由 公益財団法人北海道文学館は、適切な資料収集・保管、効果的で多様な教育普及事業の提案などが
評価された。
負担金限度額から3,105千円を縮減した提案だった。

学識経験者委員 公益財団法人北海道文学館は、豊富な知識・経験等を活かした提案及び専門的な職員の体制により、
の主な意見 今後も安定した施設の運営管理が期待できる。
(又は総評) また、知識やノウハウを最大限に活かした教育普及事業や利用者ニーズに応えた展覧会事業の提案、

専門性の高い収集資料の計画など、施設の魅力を最大限に活かした運営方策について評価された。



別記 採点結果

団 指定管理者の候補者 指定管理者の候補者以外の団体（得点順）

体 公益財団法人北海道文学館

名 提案金額
760,000,000円

等

配点 委員 委員 委員 委員 委員 委員 委員 委員 委員 委員 委員 委員
１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

１ 正当な事由がない限り住民が施設を利用す
ることを拒まないものであること及び住民が ５ 5.00 3.75 3.75 5.00
施設を利用することについて不当な差別的取
扱いをしない。

① 施設の利用に当たり、利用者の平等利用 (５) (5.00) (3.75) (3.75) (5.00)
を確保できること

２ 業務計画書の内容が、施設の効用を最大限 ３０ 27.50 26.25 25.00 30.00
に発揮させるものであること

① 利用促進の方策が有効かつ実効性のある (１０) (7.50) (7.50) (7.50) (10.00)
ものであること

② 利用者の利便が図られ、質の高いサービ (５) (5.00) (5.00) (3.75) (5.00)
スの提供が期待できること

③ 地域住民等との協働の効果を活かした施 (５) (5.00) (3.75) (3.75) (5.00)
設づくりが期待できること

④ 自主企画事業の提案が、施設の効率的・ (１０) (10.00) (10.00) (10.00) (10.00)
効果的な管理運営に有効かつ実効性のある
ものであること

３ 業務計画書に沿った管理を安定して行う人 １０ 10.00 10.00 7.50 10.00
員、資産その他の能力を有していること

① 業務遂行に必要な人員の配置及び技術・ (５) (5.00) (5.00) (3.75) (5.00)
能力の育成等に関する計画等が適切であり、
業務を安定して行う実施体制が確立されて
いること

② 業務処理を安定して行うために必要な知 (５) (5.00) (5.00) (3.75) (5.00)
識、経験、ノウハウ等を有しており、業務
運営に活かすことが期待できること

４ 収支計画書の内容が、施設の管理経費の縮 ３５ 32.50 35.00 35.00 35.00
減が図られるものであること

① 教育委員会が支払う管理費用の総額が安 (２５) (25.00）(25.00）(25.00）(25.00）
価であること

② 収支計画書の内容が適切であり、環境に (１０) (7.50) (10.00) (10.00) (10.00)
配慮した維持管理コストの縮減方策が適切
であること

５ 博物館としての必要な事業が実施され、文 ２０ 20.00 17.50 16.25 20.00
学の普及・振興が図られるものであること

① 文学資料の収集、保管、展示等が適切に (１０) (10.00) (10.00) (7.50) (10.00)
行われること

② 文学に関する教育普及事業が効果的に行 (５) (5.00) (3.75) (5.00) (5.00)
われること

③ 道内外の博物館等との連携・協力等の効 (５) (5.00) (3.75) (3.75) (5.00)
果を活かした施設づくりが期待できること

各委員合計 １００ 95.00 92.50 87.50 100.00

順 位 １位 １位 １位 １位

委員合計点数 ３７５．００


